
てんしば植栽コラム

てんしばには2種類の芝生が生育しています。ぜひ境目を探してみてください。
細かい葉っぱがティフトン芝です。大きい葉っぱはノシバです。

アフリカやインド付近が原産といわれており、熱帯、暖地地域に広く分布している芝生です。

ティフトン芝は、アメリカで育種された改良種で最近は、踏圧に強い改良品種も増えてます。

ゴルフ場、競技場、校庭などで利用される場合が多く、オーバーシード用のベース芝に

用いられている場合が多い芝生です。高温時の生育は、非常に旺盛です。

病害虫の被害の少ない品種で減農薬にも非常に

有効な品種です。春先から夏場に 初秋にペレニアルライグラスと
いう寒地型の種子を蒔くこと

肥料と水と刈込を頻繁に行うことに によって冬場でも緑色の芝生
でくつろいで頂けると思います。

より綺麗な芝生に仕上がります。
瀧川 
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